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― 1 ― 江戸期広域出版流通の一形態

江
戸
期
広
域
出
版
流
通
の
一
形
態

　
　
―
本
の
取
次
と
薬
の
取
次
の
関
わ
り
―

大
和
博
幸

　
　
　

は
じ
め
に

　

江
戸
期
最
大
の
本
屋
と
評
さ
れ
て
い
る
千
鐘
房
須
原
屋
茂
兵
衛
が
、
家

業
で
あ
る
本
商
売
の
傍
ら
「
順
気
散
／
家
伝
」、「
人
参
長
寿
円
」
な
ど
と

い
っ
た
薬
を
商
っ
て
い
た
薬
屋
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い

る（
1
（

。
し
か
し
、
こ
う
し
た
売
薬
と
の
兼
業
商
い
は
、
書
物
問
屋
で
あ
る
須

原
屋
茂
兵
衛
だ
け
が
行
っ
て
い
た
特
殊
な
行
為
と
い
う
訳
で
は
な
か
っ

た
。
書
物
問
屋
と
地
本
問
屋
を
兼
ね
て
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
る
本

を
刊
行
し
て
い
た
江
戸
の
仙
（
僊
）
鶴
堂
鶴
屋
喜
右
衛
門
も
、「
霊
応
丹

／
蘭
伝
」、「
龍
王
調
血
湯
／
家
秘
密
方
」な
ど
と
い
っ
た
薬（

（
（

の
販
売
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
近
世
期
一
番
の
老
舗
本
屋
と
い
わ
れ
て
い
る
京
都
の
松

柏
堂
出
雲
寺
文
次
郎
も
、「
登
龍
丸
／
天
下
一
方
」
と
い
う
薬
を
、
ま
た
、

大
坂
を
代
表
す
る
本
屋
の
一
人
で
あ
っ
た
文
金
堂
河
内
屋
太
助
も
、「
江

戸
の
水
／
お
し
ろ
い
の
よ
く
の
る
お
か
ほ
の
く
す
り
」、「
金
勢
丸
／
秘
方
」

な
ど
と
い
っ
た
薬（

（
（

を
取
次
い
で
販
売
し
て
い
た
。
刊
行
さ
れ
た
本
の
巻
末

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
取
扱
薬
の
広
告
文
や
売
薬
引
札
を
み
て
い
る
と
、
上

記
し
た
よ
う
な
有
力
な
大
規
模
本
屋
た
ち
ば
か
り
で
は
な
く
、
三
都
内
で

営
業
す
る
中
規
模
・
小
規
模
本
屋
た
ち
を
も
含
め
て
、
か
な
り
の
数
に
の

ぼ
る
本
屋
が
薬
の
兼
業
販
売
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
う
し
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た
兼
業
本
屋
た
ち
の
中
で
も
、
比
較
的
多
く
の
薬
を
取
扱
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
の
が
、
江
戸
の
本
屋
文
渓
堂
丁
字
屋
平
兵
衛
と
大
坂
の
本
屋
群

玉
堂
河
内
屋
茂
兵
衛
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
両
本
屋
を
素
材
と
し
て
、

彼
ら
が
刊
行
し
た
本
や
、
売
弘
め
（
販
売
）
に
関
わ
っ
た
と
確
認
で
き
る

本
の
中
か
ら
、
巻
末
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
薬
の
広
告
文
や
貼
付
さ
れ
た
売

薬
引
札
な
ど
を
抽
出
し
調
査
す
る
こ
と
で
、
本
の
取
次
と
薬
の
取
次
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　

一
、
丁
字
屋
平
兵
衛
と
河
内
屋
茂
兵
衛
の
取
扱
薬

　

始
め
に
、
江
戸
期
に
丁
字
屋
平
兵
衛
と
河
内
屋
茂
兵
衛
が
取
扱
っ
て
い

た
売
薬
品
を
知
る
た
め
に
、
本
の
巻
末
広
告
及
び
売
薬
引
札
に
掲
載
さ
れ

て
い
て
、
取
次
い
で
い
た
事
実
が
確
認
で
き
た
売
薬
品
名
を
調
査
し
、
抽

出
し
た
調
査
結
果
を
記
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
尚
、
記
載

順
序
に
つ
い
て
記
す
と
、
●
の
後
に
記
載
し
た
事
項
が
取
扱
っ
て
い
た
売

薬
品
名
、〔　

〕
内
に
記
載
し
た
事
項
が
売
薬
品
の
製
造
者
名
、（　

）
内

に
記
載
し
た
事
項
が
引
用
し
た
出
典
書
名
で
あ
る
が
、
奥
付
の
記
載
で
刊

年
が
判
明
す
る
該
当
本
が
複
数
存
在
す
る
場
合
に
は
、
最
も
年
代
の
古
い

本
の
み
に
限
定
し
て
収
録
し
、
そ
れ
以
外
の
本
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

丁
字
屋
平
兵
衛
の
取
扱
薬

　

あ
●�

「
三
国
一
風
薬
／
家
伝
妙
方
」〔
浅
井
一
寿
堂
謹
製　

本
家
調
合
所�

大
坂
心
斎
橋
博
労
町
北
へ
入
東
側　

河
内
屋
重
太
郎
〕（
文
政
二

（
一
八
一
九
）年
刊『
昔
語
い
ば
ら
の
露
巻
之
四
』巻
末
広
告
所
収
）

　

い
●�

「
神
仙
広
徳
丸
／
日
本
一
家
万
病
」〔
本
家
調
合
所　

大
坂
心
斎
橋

博
労
町
北
へ
入
東
側　

河
内
屋
重
太
郎
〕（
文
政
二
（
一
八
一
九
）

年
刊
『
昔
語
い
ば
ら
の
露
巻
之
四
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

う
●�

「
神
遷
神
明
湯
／
神
功
皇
后
御
鎧
袖
薬
」〔
本
家
調
合
所　

大
坂
心

斎
橋
博
労
町
北
へ
入
東
側　

河
内
屋
重
太
郎
〕（
文
政
二

（
一
八
一
九
）年
刊『
昔
語
い
ば
ら
の
露
巻
之
四
』巻
末
広
告
所
収
）

　

え
●�

「
薬
王
丸
／
御
免
」〔
薬
方
根
元
奥
州
岩
城
製
〕（
文
政
二

（
一
八
一
九
）年
刊『
昔
語
い
ば
ら
の
露
巻
之
四
』巻
末
広
告
所
収
）

　

お
●�

「
五
功
丸
」〔
薬
方
根
元
奥
州
岩
城
製
〕（
文
政
五
（
一
八
二
二
）

年
刊
『
須
弥
山
図
解
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

か
●�

「
保
生
丹
」〔
本
家
調
合
所　

大
坂
心
斎
橋
博
労
町
北
へ
入
東
側　

河
内
屋
重
太
郎
〕（
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
刊
『
須
弥
山
図
解
』

巻
末
広
告
所
収
）

　

き
●�

「
奇
応
丸
／
精
製
」〔
製
薬　

神
田
明
神
下
同
朋
町
東
よ
こ
丁　

滝

沢
氏　

弘
所　

元
飯
田
町
中
坂
下
南
側
よ
も
の
向　

た
き
沢
氏
〕

（
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
刊
『
松
浦
佐
用
媛
石
魂
録
後
集
巻
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之
七
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

く
●�

「
黒
丸
子
／
熊
胆
」〔
製
薬　

神
田
明
神
下
同
朋
町
東
よ
こ
丁　

滝

沢
氏　

弘
所　

元
飯
田
町
中
坂
下
南
側
よ
も
の
向　

た
き
沢
氏
〕

（
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
刊
『
松
浦
佐
用
媛
石
魂
録
後
集
巻

之
七
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

け
●�

「
神
女
湯
／
家
伝
」〔
製
薬　

神
田
明
神
下
同
朋
町
東
よ
こ
丁　

滝

沢
氏　

弘
所　

元
飯
田
町
中
坂
下
南
側
よ
も
の
向　

た
き
沢
氏
〕

（
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
刊
『
松
浦
佐
用
媛
石
魂
録
後
集
巻

之
七
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

こ
●�

「
婦
人
つ
ぎ
虫
の
妙
薬
」〔
製
薬　

神
田
明
神
下
同
朋
町
東
よ
こ
丁

　

滝
沢
氏　

弘
所　

元
飯
田
町
中
坂
下
南
側
よ
も
の
向　

た
き
沢

氏
〕（
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
刊
『
松
浦
佐
用
媛
石
魂
録
後

集
巻
之
七
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

さ
●�

「
仙
女
香
／
美
艶
／
御
顔
の
く
す
り
」〔
江
戸
京
橋
銀
座
壱
丁
目

四
ッ
角　

坂
本
氏
精
製
〕（
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
刊
『
近
世

説
美
少
年
録
第
三
輯
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

し
●�

「
美
玄
香
／
黒
油
／
し
ら
が
染
く
す
り
」〔
江
戸
京
橋
銀
座
壱
丁
目

四
ッ
角　

坂
本
氏
精
製
〕（
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
刊
『
近
世

説
美
少
年
録
第
三
輯
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

す
●�

「
神
能
救
命
丸
／
三
国
無
双
神
伝
秘
薬
」〔
本
家
調
合
所　

大
坂
心

斎
橋
博
労
町
北
へ
入
東
側　

河
内
屋
重
太
郎
〕（
天
保
八

（
一
八
三
七
）
年
刊
『
復
仇
武
藏
鎧
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

せ
●�

「
万
金
丹
」〔
本
家
調
合
所　

大
坂
心
斎
橋
博
労
町
北
へ
入
東
側　

河
内
屋
重
太
郎
〕（
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
刊
『
復
仇
武
藏
鎧
』

巻
末
広
告
所
収
）

　

そ
●�

「
金
匱
救
命
丸
」〔
林
氏
製
〕（
天
保
十
三（
一
八
四
二
）年
刊『
南

総
里
見
八
犬
伝
巻
之
五
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

た
●�

「
玉
匱
保
赤
円
一
名
か
ぞ
の
か
ん
の
く
す
り
／
小
児
主
薬
」〔
武
州

埼
玉
郡
加
須
町　

大
和
氏
門
司
法
橋
製
〕（
弘
化
二
（
一
八
四
五
）

年
刊
『
丙
午
明
弁
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

ち
●�

「
留
飲
順
胸
散
／
た
ん
し
や
く
り
う
い
ん
の
く
す
り
」〔
武
州
埼
玉

郡
加
須
町　

大
和
氏
門
司
法
橋
製
〕（
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年

刊
『
庭
訓
往
来
絵
抄
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

つ
●�

「
神
応
痢
病
薬
」〔
不
明
〕（
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
刊
『
御
家

消
息
往
来
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

て
●�

「
小
児
司
命
丸
／
水
戸
御
免
日
本
一
家
」〔
調
合
所　

水
戸
川
和
田�

高
倉
氏
製
〕（
刊
年
不
明
、
吉
田
義
昭
・
及
川
和
哉
編
著
『
図
説

盛
岡
百
年
史
上
巻　

江
戸
時
代
編　

城
下
町
―
武
士
と
庶
民
』
郷

土
文
化
研
究
会
、
一
九
九
二
増
訂
版
所
収
引
札
）

　

と
●�

「
蘇
心
丸
／
清
客
陸
品
三
先
生
秘
伝
方
」〔
本
家
調
合
所　

長
崎
東
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筑
町　

鶴
江
堂
製
〕（
刊
年
不
明
『
近
代
世
事
談
』
巻
末
広
告
）

河
内
屋
茂
兵
衛
の
取
扱
薬

　

イ
●�

「
登
龍
丸
／
天
下
一
方
」〔
東
叡
山
御
用
御
書
物
所　

江
戸
下
谷
御

成
道　

青
雲
堂
英
文
蔵
製
〕（
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
刊
『
翁

問
答
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

ロ
●�

「
玉
匱
保
赤
円
一
名
か
ぞ
の
か
ん
の
く
す
り
／
小
児
主
薬
」〔
武
州

埼
玉
郡
加
須
町　

大
和
氏
門
司
法
橋
製
〕（
弘
化
二
（
一
八
四
五
）

年
刊
『
丙
午
明
弁
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

ハ
●�

「
薬
王
丸
／
御
免
」〔
薬
方
根
元
奥
州
岩
城
製
〕（
嘉
永
六

（
一
八
五
三
）
年
刊
『
庭
訓
往
来
絵
抄
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

ニ
●�

「
留
飲
順
胸
散
／
た
ん
し
や
く
り
う
い
ん
の
く
す
り
」〔
武
州
埼
玉

郡
加
須
町　

大
和
氏
門
司
法
橋
製
〕（
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年

刊
『
庭
訓
往
来
絵
抄
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

ホ
●�

「
三
国
一
風
薬
／
家
伝
妙
方
」〔
浅
井
一
寿
堂
謹
製　

本
家
調
合
所�

大
坂
心
斎
橋
博
労
町
北
へ
入
東
側　

河
内
屋
重
太
郎
〕（
刊
年
不

明
『
木
曽
街
道
続
膝
栗
毛
』
巻
末
広
告
所
収
）

　

へ
●�

「
瘡
毒
一
方
丸
／
家
伝
」〔
下
野
栃
木
町　

柏
戸
良
見
製
〕（
刊
年

不
明
、
鈴
木
俊
幸
「
須
原
屋
茂
兵
衛
の
薬
商
売
―
引
札
と
葉
書
」

『
書
物
学
十
一
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
、
所
収
引
札
）

　

ト
●�

「
蘇
心
丸
／
清
客
陸
品
三
先
生
秘
伝
方
」〔
本
家
調
合
所　

長
崎
東

筑
町　

鶴
江
堂
製
〕（
刊
年
不
明
『
近
代
世
事
談
』
巻
末
広
告
）

と
な
り
、
丁
字
屋
平
兵
衛
が
二
十
種
類
、
河
内
屋
茂
兵
衛
が
七
種
類
の
薬

の
取
次
販
売
を
行
っ
て
い
た
こ
と
。
そ
し
て
取
扱
薬
の
内
、「
玉
匱
保
赤

円
一
名
か
ぞ
の
か
ん
の
く
す
り
／
小
児
主
薬
」、「
留
飲
順
胸
散
／
た
ん
し

や
く
り
う
い
ん
の
く
す
り
」、「
薬
王
丸
／
御
免
」、「
三
国
一
風
薬
／
家
伝

妙
方
」「
蘇
心
丸
／
清
客
陸
品
三
先
生
秘
伝
方
」
五
種
の
売
薬
取
次
が
重

な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　

二
、
薬
の
取
次
地
と
取
次
所

　

次
に
、
江
戸
期
に
丁
字
屋
平
兵
衛
と
河
内
屋
茂
兵
衛
の
両
本
屋
が
、
関

係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
取
次
地
と
取
次
人
名
を
調
査
し
、

地
方
別
・
国
別
・
地
域
別
に
ま
と
め
て
表
示
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う

に
な
る
。
参
考
の
た
め
に
、
当
該
本
の
広
告
に
本
業
が
明
記
さ
れ
て
い
る

場
合
に
は
そ
の
ま
ま
転
記
し
、
他
の
関
連
資
料
を
調
査（

4
（

す
る
こ
と
で
本
を

扱
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
場
合
に
は
、
取
次
人
名
の
前
に
（
本
屋
）

と
補
記
し
、調
査
結
果
か
ら
本
屋
以
外
の
本
業
が
確
認
で
き
た
場
合
に
は
、

（　

）
内
に
本
業
を
補
記
し
た
。
尚
、
取
次
者
名
の
前
に
何
の
表
示
も
な
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さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、調
査
が
行
き
届
か
ず
不
明
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

丁
字
屋
平
兵
衛

　

畿
内

　
　

山
城
国
…�

①
京
都
…
三
条
柳
馬
場
西
江
入　
（
本
屋
）　

近
江
屋
治

助
、
六
条
魚
棚
東
洞
院
西
入　

近
江
屋
庄
兵
衛
、
三
条
通

高
倉
西
へ
入　
（
本
屋
）　

大
文
字
屋
得
五
郎
、
三
条
通
高

倉
西
ェ
入　

藤
屋
清
右
衛
門
、
堺
町
六
角
下
ル
町　
（
本

屋
）　

吉
野
屋
勘
兵
衛
、
室
町
上
立
売
下
ル
町　

若
狭
屋

宗
助

　
　

大
和
国
…
①
八
木
・
東
町　

か
す
屋
利
兵
衛

　
　

和
泉
国
…�

①
貝
塚
・
は
た
町　

丸
屋
宗
兵
衛
、
②
堺
・
天
神
北
ノ
門

前　
（
本
屋
）　

住
吉
屋
弥
三
郎
、
同
・
大
町
筋
錦
町　

大

和
屋
佐
兵
衛
、
③
佐
野
・
妙
あ
ん
寺

　
　

摂
津
国
…�

①
尼
ヶ
崎
・
西
本
町　

と
き
屋
新
兵
衛
、
②
池
田
・
西
光

寺
前　

は
む
ろ
屋
甚
兵
衛
、
③
伊
丹
・
北
小
路
・
鹿
嶋
屋

嘉
兵
衛
、
④
大
坂
・
心
斎
橋
博
労
町
角　
（
本
屋
）　

河
内

屋
茂
兵
衛
、
江
戸
堀
一
丁
目　

播
磨
屋
弥
七
、
松
屋
町
通

本
町
角　

平
野
屋
甚
右
衛
門
、
長
堀
橋
南
詰　

平
野
屋
佐

吉
、
⑤
新
在
家
・
志
津
屋
長
兵
衛
、
⑥
西
宮
・
戎
前　

大

平
屋
甚
蔵
、
⑦
兵
庫
・
北
宮
内
町　

だ
ん
ご
や
久
兵
衛
、

同
・
蛤
屋
儀
兵
衛

　

東
海
道

　
　

伊
勢
国
…
①
桑
名
・
片
町　

日
野
屋
藤
兵
衛

　
　

尾
張
国
…�

①
名
古
屋
・
本
町
七
丁
目　

書
林
永
楽
屋
東
四
郎
、
同
・

本
六
丁
目　

桑
名
屋
半
左
衛
門
、
同
・
舟
入
町　

中
屋
久

兵
衛

　
　

遠
江
国
…
①
掛
川
・
十
王
町　

三
原
屋
清
助

　
　

武
蔵
国
…�

①
江
戸
・
小
舟
町
一
丁
目　

大
坂
屋
太
助
、
本
郷
二
丁
目�

太
田
屋
武
兵
衛
、
下
谷
池
ノ
端
仲
丁　

書
林
店
岡
村
（
屋
）

庄
助
、
室
町
二
丁
目　

鉄
屋
八
右
衛
門
、
日
本
橋
十
軒
店

（
本
屋
）　

播
磨
屋
勝
五
郎
、
横
山
町
二
丁
目　

松
本
屋
長

蔵
、
南
伝
馬
町
三
丁
目　

書
林
店
三
輪
里
幸
藏

　
　

下
総
国
…
①
佐
原
・
橋
本　
（
本
屋
）　

正
文
堂
利
兵
衛

　

東
山
道

　
　

近
江
国
…�

①
大
津
・
八
町
御
本
陣
前　

清
水
屋
長
九
郎
、
②
八
幡
・

宮
前　

納
屋
喜
兵
衛
、
③
彦
根
・
京
橋　

書
林
銭
屋
久
治

郎
、
④
日
野
・
大
久
保
町　

西
村
市
右
衛
門

　
　

上
野
国
…
①
桐
生
・
五
丁
目　

石
井
五
右
衛
門

　
　

下
野
国
…
①
宇
都
宮
・
伝
馬
町　
（
本
屋
）　

井
桁
屋
利
右
衛
門
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信
濃
国
…
①
上
田
・
柳
町　

芦
田
屋
佐
久
助

　
　

陸
前
国
…
仙
台
・
大
町
三
丁
目　

熊
谷
屋
善
兵
衛

　

北
陸
道

　
　

越
前
国
…
①
三
国
湊
・
札
ノ
辻　

角
屋
佐
治
兵
衛

　
　

越
後
国
…
①
柏
崎
・
嶋
町　

書
林
泉
屋
七
兵
衛

　

山
陰
道

　
　

因
幡
国
…
①
鳥
取
・
二
か
ひ
町
四
丁
目　

こ
の
屋
勝
蔵

　
　

伯
耆
国
…
①
米
子
・（
本
屋
）　

佐
々
木
屋
平
八

　

山
陽
道

　
　

備
前
国
…
①
岡
山
・
川
越
町　

油
屋
善
右
衛
門

　
　

備
後
国
…�

①
尾
道
・
十
四
日
町　

平
賀
屋
東
四
郎
、
②
三
原
・
西
町�

鈴
屋
宗
兵
衛

　
　

安
芸
国
…
①
広
嶋
・
は
り
ま
や
町　
（
本
屋
）　

柏
原
屋
平
七

　
　

長
門
国
…
①
下
の
関
・
あ
ふ
ら
町　

銅
屋
仁
兵
衛

　

南
海
道

　
　

紀
伊
国
…�

①
若
山
・
本
町
三
丁
目　

池
田
屋
新
吉
、
同
・
中
之
嶋　

（
本
屋
）　

坂
本
屋
喜
一
郎

　
　

淡
路
国
…
①
須
本
・
か
ち
や
町　
（
本
屋
）　

桑
嶋
屋
文
蔵

　
　

阿
波
国
…
①
撫
養
才
田
村
・
岡
屋
兵
三
郎

　
　

土
佐
国
…
①
高
知
・
た
ね
さ
き
町　

山
城
屋
喜
兵
衛

　

西
海
道

　
　

肥
前
国
…
①
長
崎
・
東
中
之
町　
（
本
屋
）　

辰
巳
屋
万
兵
衛　

河
内
屋
茂
兵
衛

　

畿
内

　
　

山
城
国
…�

①
三
条
通
り
堺
町　
（
本
屋
）　

松
柏
堂
出
雲
寺
文
次
郎
、

堺
町
六
角
下
ル
町　
（
本
屋
）　

吉
野
屋
勘
兵
衛

　
　

摂
津
国
…�

①
大
坂
…
北
久
宝
寺
町
難
波
橋
東
へ
入　

和
泉
屋
作
兵

衛
、日
本
ば
し
南
詰
東
へ
入　
（
本
屋
）　

井
筒
屋
治
兵
衛
、

南
本
町
難
波
橋
西
へ
入　

扇
屋
五
郎
兵
衛
、
南
久
宝
寺
町

壱
丁
目
筋
北
へ
入　
（
本
屋
）　

河
内
屋
喜
兵
衛
、
心
斎
橋

筋
本
町
南
へ
入　
（
本
屋
）　

河
内
屋
新
助
、
善
町
安
堂
寺

町
北
へ
入　

菊
屋
武
右
衛
門
、
天
満
う
ら
門
橋
西
詰
西
へ

入　

五
箇
屋
万
吉
、
堂
島
わ
た
な
べ
橋
北
詰
北
入　

境
屋

治
三
良
、堺
筋
清
水
町
南
へ
入　
（
本
屋
）　

正
本
屋
利
助
、

南
革
屋
町　

炭
屋
治
兵
衛
、
西
横
堀
備
後
町
北
へ
入　

冨

田
屋
平
兵
衛
、
八
軒
家
舩
乗
場　

中
嶋
屋
藤
助
、
嶋
之
内

丸
大
向
イ　
（
本
屋
）　

長
門
屋
兵
助
、
堀
江
下
わ
た
し
場

東
へ
入　

能
登
屋
佐
助
、
天
満
十
丁
目
鳥
居
筋
北
へ
入　

奈
良
屋
安
治
良
、
な
ん
ば
新
地
又
相
生
町
半
鐘
之
下　

播
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磨
屋
喜
六
、
嶋
之
内
三
津
寺
筋
わ
た
や
町
北
へ
入　

播
磨

屋
吉
右
衛
門
、
江
戸
堀
一
丁
目　

播
磨
屋
弥
七
、
松
屋
町

通
本
町
角　

平
野
屋
甚
右
衛
門
、
日
本
ば
し
南
五
丁
目　

広
嶋
屋
伊
兵
衛
、
平
野
町
御
堂
筋
南
へ
入
藤
屋
佐
兵
衛
、

高
麗
橋
壱
丁
目　
（
本
屋
）　

藤
屋
善
七
、
農
人
橋
壱
丁
目�

（
本
屋
）　

本
屋
吉
兵
衛
、
高
麗
ば
し
心
斎
橋
筋
角　

松
本

屋
清
兵
衛
、
新
町
通
筋
道
若
狭
町
西
へ
入　
（
本
屋
）　

松

屋
喜
兵
衛
、松
や
町
通
大
手
筋
北
へ
入　

山
城
屋
卯
兵
衛
、

松
や
町
通
南
久
宝
寺
町
北
へ
入　
（
本
屋
）　

大
和
屋
嘉
兵

衛
、
松
屋
町
二
ッ
井
戸
南
へ
入　
（
紙
屋
）　

大
和
屋
治
兵

衛
、
北
ほ
り
江
市
の
か
ハ　
（
本
屋
）　

わ
た
や
喜
兵
衛

　

東
海
道

　
　

伊
勢
国
…�

①
桑
名
・
片
町　

日
野
屋
藤
兵
衛
、
②
松
坂
・
市
場　
（
本

屋
）　

道
具
屋
重
蔵

　
　

尾
張
国
…�

①
名
古
屋
・
本
町　
（
本
屋
）　

永
楽
屋
東
四
郎
、
同
・
舟

入
町　

中
屋
久
兵
衛

　
　

三
河
国
…
①
吉
田
・
伝
馬
町　
（
本
屋
）　

江
戸
屋
五
兵
衛

　
　

遠
江
国
…�

①
掛
川
・
十
王
町　

三
原
屋
清
助
、
②
中
泉
・（
本
屋
）　

溜
屋
惣
（
左
右
）
助
、
③
浜
松
・
連
尺
町　
（
本
屋
）　

伊

勢
屋
太
右
衛
門

　
　

駿
河
国
…�

①
駿
府
・
新
通　
（
本
屋
）　

藤
田
屋
藤
右
衛
門
、
同
・
呉

服
町　

久
喜
屋
勝
次
郎

　
　

甲
斐
国
…�

①
府
中
・（
本
屋
）　

井
筒
屋
豊
兵
衛
、同
・
魚
丁　
（
本
屋
）�

村
田
屋
幸
太
郎

　
　

相
模
国
…�

①
厚
木
・（
本
屋
）　

高
部
屋
重
八
、
②
伊
勢
原
・（
本
屋
）�

塚
屋
万
兵
衛

　
　

武
蔵
国
…�

①
江
戸
・
横
山
町
三
丁
目　
（
書
林
）　

和
泉
屋
金
右
衛
門
、

芝
口
八
幡
前　
（
本
屋
）　

和
泉
屋
半
兵
衛
、
小
舟
町
一
丁

目　

大
坂
屋
太
助
、
本
郷
二
丁
目　

太
田
屋
武
兵
衛
、
新

橋
竹
川
町　
（
本
屋
）　

岡
田
屋
伝
兵
衛
、
麹
町
四
丁
目　

（
本
屋
）　

角
丸
屋
甚
助
、
日
本
橋
四
日
市　
（
本
屋
）　

上

総
屋
惣
兵
衛
、浅
草
並
木
町　
（
本
屋
）　

雁
金
屋
治
兵
衛
、

小
石
川
伝
通
院
前　
（
本
屋
）　

雁
金
屋
清
吉
、
本
所
一
つ

目
橋
き
ハ　
（
本
屋
）　

河
内
屋
弥
兵
衛
、
室
町
二
丁
目　

鉄
屋
八
右
衛
門
、
日
本
橋
二
丁
目
角　
（
本
屋
）　

小
林
新

兵
衛
、
四
谷
伝
馬
町　
（
本
屋
）　

住
吉
屋
政
五
郎
、
本
郷

壱
丁
目�

（
小
道
具
屋
）　

大
黒
屋
庄
兵
衛
、
浅
草
御
蔵
前

八
幡
前　
（
本
屋
）　

田
中
喜
三
郎
、
浅
草
御
蔵
前
八
幡
前�

（
本
屋
）　

田
中
長
蔵
、
下
谷
広
徳
寺
前
通
り　
（
本
屋
）　

英
幸
吉
、
横
山
町
二
丁
目　

松
本
屋
長
蔵
、
本
石
町
十
軒
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店　
（
本
屋
）　

万
笈
堂
英
大
助
、
牛
込
改
代
町　
（
本
屋
）�

松
屋
彦
八
、
芝
田
町
四
丁
目　
（
待
合
茶
屋
）　

水
原
屋
清

兵
衛
、
四
谷
伝
馬
町
新
壱
丁
目　
（
本
屋
）　

大
和
屋
長
兵

衛
、芝
飯
倉
五
丁
目　
（
本
屋
）　

万
屋
忠
蔵
、②
熊
ヶ
谷
・

（
本
屋
）　

杉
浦
平
左
衛
門

　
　

安
房
国
…
①
名
古
・（
本
屋
）　

伊
勢
屋
徳
右
衛
門

　
　

上
総
国
…�

①
一
ノ
宮
・
奈
良
屋
長
兵
衛
、
②
勝
浦
・（
本
屋
）　

槍
田

万
蔵
、
③
木
更
津
・（
本
屋
）　

鴻
池
七
兵
衛

　
　

下
総
国
…�

①
佐
原
・
橋
本　
（
本
屋
）　

正
文
堂
利
兵
衛
、
②
多
古
・

（
本
屋
）　

土
屋
勘
次
郎
、
同
・（
本
屋
）　

槌
屋
勘
兵
衛
、

同
・
土
屋
久
次
（
二
）
郎
、
③
銚
子
荒
野
・（
本
屋
）　

飯

田
屋
利
兵
衛
、
④
（
太
田
）
成
田
・
日
野
屋
治
兵
衛

　
　

常
陸
国
…�

①
鹿
嶋
・
銭
屋
和
三
郎
、
②
土
浦
・（
本
屋
）　

大
国
屋
弥

助
、
同
・
橋
本
権
七
、
③
鉾
田
・
伊
勢
屋
惣
七
、
④
水
戸
・

本
丁
七
丁
目　
（
本
屋
）　

須
原
屋
安
次
（
二
）
郎
、
同
・

上
丁
（
本
屋
）　

蝋
燭
屋
六
兵
衛

　

東
山
道

　
　

近
江
国
…�

①
八
幡
前
・
納
屋
喜
兵
衛
、
②
日
野
・
大
久
保
町　

西
村

市
右
衛
門

　
　

上
野
国
…�

①
桐
生
・
五
丁
目　

石
井
五
右
衛
門
、②
下
仁
田
・（
本
屋
）�

桜
井
源
五
（
吾
）
左
衛
門
、
③
高
崎
・
あ
ら
町　
（
本
屋
）�

沢
本
屋
要
蔵

　
　

下
野
国
…�

①
安
沢
・
嶋
屋
徳
右
衛
門
、同
・（
本
屋
）　

万
屋
利
兵
衛
、

②
宇
都
宮
・（
本
屋
）　

荒
物
屋
伊
右
衛
門
、
同
・（
本
屋
）�

井
桁
屋
理
（
利
）
右
衛
門
、
③
鹿
沼
・（
本
屋
）　

束
原
惣

兵
衛
、
④
黒
羽
・
小
西
屋
佐
兵
衛
、
⑤
佐
野
・（
本
屋
）　

堀
越
常
三
郎
、⑥
栃
木
・
仲
町　
（
本
屋
）　

釜
屋
喜
兵
衛
、

同
・（
本
屋
）　

枡
屋
浅
吉
、
⑦
日
光
（
今
市
）・
伊
勢
屋

久
左
衛
門

　
　

信
濃
国
…�

①
飯
田
・（
本
屋
）　

十
一
屋
半
四
郎
、
②
稲
荷
山
・
荒
町�

（
本
屋
）　

和
泉
屋
武
右
衛
門
、③
上
田
・
ふ
み
入　
（
本
屋
）�

油
屋
金
五
郎
、
同
・
柳
町　

芦
田
屋
佐
久
助
、
④
小
諸
・

（
本
屋
）　

小
山
石
蔵
、
⑤
諏
訪
・（
本
屋
）　

白
木
屋
善
右

衛
門
、
⑥
善
光
寺
前
・（
本
屋
）　

小
枡
屋
喜
太
郎
、
同
・

（
本
屋
）　

蔦
屋
伴
五
郎
、
⑦
高
遠
・（
本
屋
）　

藤
屋
八
百

右
衛
門
、
⑧
松
本
・（
本
屋
）　

高
美
屋
甚
左
衛
門
、
同
・

（
本
屋
）　

藤
松
屋
禎
十
郎

　
　

磐
城
国
…�

①
相
馬
中
村
・（
本
屋
）　

丁
字
屋
与
八
、
②
相
馬
浪
江
・

大
原
次
兵
衛

　
　

岩
代
国
…�

①
二
本
松
・（
本
屋
）　

枡
屋
惣
右
衛
門
、②
福
島
・（
本
屋
）�
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光
白
屋
清
二
郎
、
③
（
会
津
）
若
松
・
一
の
町　
（
本
屋
）�

斎
藤
（
屋
）
八
四
郎

　
　

陸
前
国
…�

①
仙
台
・
国
分
町　
（
本
屋
）　

伊
勢
屋
半
右
衛
門
、
同
・

大
町
三
丁
目　

熊
谷
屋
善
兵
衛

　
　

羽
前
国
…
①
山
形
・
十
日
町　
（
薬
屋
）　

大
坂
屋
次
右
衛
門

　

北
陸
道

　
　

加
賀
国
…
①
金
沢
・（
本
屋
）　

八
尾
屋
喜
兵
衛

　
　

越
後
国
…�

①
三
条
・（
本
屋
）　

扇
屋
七
右
衛
門
、②
新
発
田
・（
本
屋
）�

新
津
屋
太
次
兵
衛
、③
水
原
・（
本
屋
）　

小
田
島
儀
兵
衛
、

同
・
紅
屋
八
右
衛
門
、
④
長
岡
・
鳥
屋
重
右
衛
門

　

南
海
道

　
　

紀
伊
国
…�

①
熊
野
・
宮
前　

角
屋
善
蔵
、
②
若
山
・
内
大
工
町　

玉

屋
養
蔵

　
　

阿
波
国
…
①
徳
島
・
新
町
は
し
筋　
（
本
屋
）　

天
満
屋
武
兵
衛

　
　

土
佐
国
…
①
高
知
・
種
さ
き
町　

戸
種
屋
只
助

　

西
海
道

　
　

豊
前
国
…
①
小
倉
・（
本
屋
）　

中
津
屋
卯
助

結
果
を
み
る
と
、
丁
字
屋
平
兵
衛
が
二
十
七
国
三
十
九
個
所
五
十
八
人
、

河
内
屋
茂
兵
衛
が
二
十
八
国
六
十
四
個
所
百
三
十
人
で
あ
っ
た
。

　
　
　

三
、
薬
取
次
と
の
連
携
発
端
と
波
及
効
果

　

丁
字
屋
平
兵
衛
が
、
薬
の
販
売
に
携
わ
る
よ
う
に
な
る
き
っ
か
け
を

作
っ
た
の
は
、
初
代
丁
字
屋
平
兵
衛
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
二
代
目
平
兵

衛
の
実
兄
で
あ
る
千
翁
軒
大
坂
屋
半
蔵
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
坂
屋

半
蔵
の
本
業
は
薬
屋（

5
（

で
あ
り
、
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
江
戸
買
物
独
案
内
』
を
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
、

　
　

本
家　

京
蛸
薬
師
通
東
洞
院

　
　

調
合
所　
　

通
聞
軒
桑
村
匡
山
製

　
　

蟻
牛
散　
　

の
ぼ
せ
引
さ
け

　
　
　
　

つ
ん
ぼ
の
薬

　
　

耳
だ
れ
耳
が
さ
耳
な
り
は
れ
い
た
み
の
ぼ
せ
一
切
ニ
よ
し

　
　

家
伝　

順
補
丸

　
　

一
ひ
い
の
い
た
み
よ
り
お
こ
る
病
症
ニ
よ
し　

一
ふ
く
病
ニ
よ
し

　
　

�
一
柔
血
不
順
に
よ
し　

一
り
う
だ
ん
ニ
よ
し　

一
た
ん
の
い
や
し
ニ

よ
し

　
　
　
　

出
店　
　
　
　
　

横
山
町
二
丁
目　
　
　
　
　

大
坂
屋
半
蔵
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と
掲
載
さ
れ
て
い
る（

6
（

。

　

や
や
後
年
の
事
例
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、『
馬
琴
日
記
』
文
政
十
一
年

十
二
月
朔
日
条
を
み
る
と
、
大
坂
屋
半
蔵
方
で
販
売
す
る
歯
痛
の
薬
を
購

入
し
、
息
子
の
宗
伯
へ
服
用
さ
せ
た
と
こ
ろ
、「
夕
方
い
た
ミ
去
、
夜
中

熟
睡
」
し
た
の
で
「
妙
薬
也（

7
（

」
と
称
賛
し
て
い
る
記
事
や
、
同
書
の
天
保

二
年
九
月
三
日
条
に
「
大
坂
や
半
蔵
方
へ
順
補
丸
か
ひ
ニ
遣
ス
、
右
薬
、

先
月
中
ゟ
お
さ
き
服
用
之
処
、
相
応
い
た
し
候
ニ
付
、
宗
伯
等
も
可
致
服

用
た
め
也（

8
（

」
と
の
文
言
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
購
入
し
た
「
妙
薬
」
が
何

の
薬
で
あ
っ
た
の
か
は
、
薬
品
名
が
未
記
載
に
な
っ
て
い
て
不
明
で
あ
る

が
、
半
蔵
の
店
は
、
当
時
の
江
戸
の
人
々
に
か
な
り
名
が
知
ら
れ
た
評
判

の
よ
い
薬
屋
の
内
の
一
店
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

大
坂
屋
半
蔵
が
刊
行
を
意
図
し
た
理
由
は
不
明
な
の
だ
が
、「
文
政
の

初
の
比
、
半
蔵
石
魂
録
前
編
の
古
板
を
贖
得
て
、
後
編
を
刊
行
せ
ま
く
欲

り
し
、
文
政
五
六
年
の
比
よ
り
」
作
者
の
曲
亭
馬
琴
に
同
書
後
編
の
執
筆

を
懇
願
す
る
。
だ
が
馬
琴
は
、「
前
編
を
綴
り
し
よ
り
既
に
二
十
許
年
に

及
ひ
て
、
い
た
く
流
行
に
後
れ
し
も
の
な
れ
ハ
、
作
者
の
こ
ゝ
ろ
こ
ゝ
に

あ
ら
す
」
と
し
て
必
ず
し
も
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
再
々
懇

願
を
繰
り
返
す
大
坂
屋
半
蔵
の
熱
意
に
折
れ
て
執
筆
す
る
こ
と
を
承
諾

し（
9
（

、
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
に
な
っ
て
『
松
浦
佐
用
媛
石
魂
録
』
の

後
編
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（
（1
（

。

　
『
松
浦
佐
用
媛
石
魂
録
後
編
』
は
、『
馬
琴
日
記
』
を
み
る
と
「
石
魂
録

上
帙
売
出
し
延
引
之
由
、
兼
而
平
兵
衛
引
請
、
売
候
約
束
故
也（

（（
（

」
と
記
さ

れ
て
い
て
、
大
坂
屋
半
蔵
が
板
元
で
弟
の
丁
字
屋
平
兵
衛
が
売
弘
人
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
馬
琴
は
、「
此
板
元
素
人
故
、
自
分
ニ
て
売
捌

キ
候
事
不
叶
、
丁
字
や
ハ
書
林
な
れ
ど
も
か
し
本
問
屋
ニ
て（
（1
（

」
と
い
っ
て

売
捌
き
（
販
売
）
に
懸
念
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
坂
屋
半
蔵
と
丁

字
屋
平
兵
衛
が
出
版
す
る
に
あ
た
っ
て
、
何
の
目
算
も
立
て
な
い
ま
ま
で

刊
行
し
た
と
は
思
え
な
い
。
そ
れ
で
は
同
書
の
売
弘
め
（
販
売
）
に
つ
い

て
ど
ん
な
方
法
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
目
は
、「
引
受
人

丁
字
や
平
兵
衛
大
慾
心
ニ
て
、
仲
ヶ
間
う
り
正
味
十
五
匁
ニ
う
り
出
し（
（1
（

」

と
あ
る
よ
う
に
、
貸
本
屋
仲
間
の
世
利
市
会
で
売
り
捌
く
と
い
う
方
法
で

あ
っ
た
。
二
つ
目
は
、「
大
坂
や
半
蔵
願
ニ
付
、
よ
ミ
本
交
易
被
成
候
様

い
た
し
度
旨
、
申
之
、
河
茂
方
へ
も
大
半
同
道
、
よ
ミ
本
来
春
綴
り
遣
し

候
つ
も
り
、
江
戸
表
一
切
之
事
、
潤
筆
等
之
事
も
、
大
半
引
請
、
自
分
手

板
同
様
ニ
可
致
旨
、
同
人
申
之
。
依
之
、
任
其
意
、
相
談
取
極
畢（
（1
（

」
と
あ

り
、
大
坂
の
本
屋
河
内
屋
茂
兵
衛
と
の
間
で
交
易
（
本
替
）
を
行
う
こ
と

で
上
方
方
面
で
の
引
受
人
を
確
保
し
、
刊
行
本
の
売
弘
め
（
販
売
）
を
確

実
に
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
三
つ
目
は
、
確
認
す
る
た
め

の
資
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
推
測
の
域
を
出
て
い
な
い
の
だ
が
、
恐

ら
く
は
、
半
蔵
の
抱
え
て
い
る
薬
の
取
次
所
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
刊
行
本
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の
売
弘
め
（
販
売
）
を
確
実
に
す
る
と
と
も
に
、
薬
の
取
次
所
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
で
東
国
方
面
の
販
路
を
拡
大
さ
せ
て
行
く
と
い
う
方
法
を
構
想

し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　

文
政
初
年
の
段
階
で
、
大
坂
屋
半
蔵
・
丁
字
屋
平
兵
衛
と
河
内
屋
茂
兵

衛
と
の
間
に
薬
な
い
し
は
本
の
取
次
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
な

い
か
ら
、
こ
の
段
階
で
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
従
っ

て
両
者
の
間
を
つ
な
ぐ
仲
介
役
が
必
要
で
あ
っ
た
筈
な
の
だ
が
、
そ
う
し

た
役
割
を
果
た
し
た
の
は
誰
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
坂
屋
半
蔵
の
本

業
が
薬
屋
で
あ
っ
た
こ
と
を
絡
め
て
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
人
物
は
大
坂

の
薬
屋
河
内
屋
重
太
郎
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
奥
付
に
文
化
三

（
一
八
〇
六
）
年
刊
と
記
さ
れ
た
『（
昔
語
）
稲
妻
表
紙
巻
之
四
』
の
巻
末

を
み
る
と
、
以
下
に
記
す
効
能
書
き
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
参
考
の
た
め

に
、複
数
の
取
次
人
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、識
別
の
便
を
考
え〔　

〕

内
に
所
在
地
が
属
す
る
郡
名
を
補
記
し
て
郡
名
の
五
十
音
順
に
配
列
し

た
。
又
、
本
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場
合
に
は
、
取
次
人
名

の
後
に
（　

）
内
に
本
屋
と
補
記
し
た（
（1
（

。

　
　

秘
方　

じ
ゆ
ん
ほ
丸
功
能
書　
　

小
半
剤
入　

代
百
二
十
四
銅

　
　
　
　
　
（
功
能
書
文
省
略
）

　
　
　

本
家　
　
　
　

江
戸
両
国
横
山
町
二
丁
目　

大
坂
屋
半
藏
印

　
　
　

京
都
売
弘
所　

蛸
薬
師
通
東
洞
院
東
エ
入　

大
和
屋
彦
右
衛
門
印

　
　
　

大
坂
売
弘
所　

心
斎
橋
筋
博
労
町　
　
　
　

河
内
屋
重
太
郎
印

　
　

取　

次　

諸　

国　

津　

　々

浦　

　々

に　

御　

座　

候

　
　

江
戸
…�

三
十
軒
堀
五
丁
目　

い
せ
や
喜
平
次
、
飯
田
町
四
番
丁　

植

木
や
半
次
郎
、
浅
艸
竹
門　

上
総
や
清
吉
、
四
ッ
谷
竹
丁　

甲
州
屋
助
左
衛
門
、
神
田
さ
へ
木
丁　

小
山
重
兵
衛
、
東
小

松
川
推
橋　

駿
河
や
文
右
衛
門
、
三
田
有
馬
様
前　

す
や
小

左
衛
門
、
本
郷
四
丁
目　

大
和
や
八
右
衛
門
、
千
住
二
丁
目

　

万
や
七
兵
衛

　
　

武
蔵
国
…�

〔
足
立
郡
〕
桶
川
五
丁
代
村　

□
□
東
八
、〔
足
立
郡
〕
川

口
宿　

わ
た
や
忠
兵
衛
、〔
足
立
郡
〕
鳩
ヶ
谷
裏
寺　

栄

久
屋
宗
七
、〔
入
間
郡
〕川
越
江
戸
町　

麻
や
宇
兵
衛
、〔
埼

玉
郡
〕
岩
附
□
□
□　

小
間
物
や
富
蔵
、〔
埼
玉
郡
〕
忍

館
野
村　

栗
原
新
六
、〔
埼
玉
郡
〕
小
林
村　

高
橋
半
内

　
　

相
模
国
…
厚
木
宿　

大
和
や
治
兵
衛

　
　

安
房
国
…
長
須
賀　

榎
本
新
右
衛
門

　
　

下
総
国
…�

〔
印
旛
郡
〕
佐
倉
横
町　

染
木
や
彦
兵
衛
、〔
岡
田
郡
〕
飯

沼　

升
や
栄
助
、〔
葛
飾
郡
〕
栗
橋
宿　

板
屋
庄
七
、〔
葛

飾
郡
〕
関
宿
若
林
村　

釜
や
藤
右
衛
門
、〔
香
取
郡
〕
佐

原
仲
宿　

八
代
庄
左
衛
門
、〔
香
取
郡
〕
な
め
川　

小
川
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や
弥
兵
衛
、〔
相
馬
郡
〕
取
手
町　

油
や
与
兵
衛
、〔
埴
生

郡
〕
寶
田　

粉
や
清
兵
衛

　
　

常
陸
国
…
□
□
幸
田
村　

飯
塚
半
次
郎

　
　

上
野
国
…�
桐
生
五
丁
目　

本
屋
宗
左
衛
門（
本
屋
）、
桐
生
新
宿　

大

沢
嘉
兵
衛

　
　

下
野
国
…�

〔
足
利
郡
〕
足
利
元
町　

斎
藤
弥
右
衛
門
、〔
那
須
郡
〕
烏

山
か
ち
町　

伊
勢
や
吉
左
衛
門
、〔
那
須
郡
〕
せ
戸
村　

亀
や
源
吾
、〔
芳
賀
郡
〕
下
も
て
ぎ　

柴
や
昇
□
、〔
都
賀

郡
〕
栃
木
町　

毛
塚
喜
右
衛
門

　
　

信
濃
国
…�

小
諸
あ
ら
町　

柳
田
五
兵
衛
、同
所　

小
山
九
郎
兵
衛（
本

屋
）、
御
馬
寄　

大
垣
や
万
吉

　
　

岩
代
国
…
二
本
松
竹
田
町　

山
崎
や
久
兵
衛

　
　

陸
前
国
…
仙
台
岩
沼
南
町　

村
上
屋
幸
助

　
　

越
後
国
…
高
田　

ゑ
び
す
や
嘉
七

効
能
書
き
に
印
刷
さ
れ
た
年
が
明
記
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
か
ら
、
刊

記
に
記
さ
れ
た
年
代
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
に
は
危
険
が
あ
る
が
、『
近

世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
に
「
庚
寅
の
春
正
月
、
半
蔵
身
故
す（
（1
（

」
と
の

記
述
が
あ
り
、
大
坂
屋
半
蔵
が
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
正
月
に
死
亡

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
、
遅
く
と
も
文
化
末
年
か
ら
文
政
初

年
に
は
大
坂
屋
半
蔵
と
河
内
屋
重
太
郎
の
間
で
薬
の
取
次
関
係
が
成
立
し

て
い
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、

丁
字
屋
平
兵
衛
が
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
に
、
河
内
屋
重
太
郎
が
扱
う

三
種
の
薬
（「
三
国
一
風
薬
／
家
伝
妙
方
」、「
神
仙
広
徳
丸
／
日
本
一
家

万
病
」、「
神
遷
神
明
湯
／
神
功
皇
后
御
鎧
袖
薬
」）
の
取
次
所（
（1
（

に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
、
河
内
屋
茂
兵
衛
へ
の
橋
渡
し
を
仲
介
し
て
も
ら
う
こ
と
に

対
す
る
見
返
り
条
件
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

河
内
屋
茂
兵
衛
を
抱
え
こ
む
た
め
の
見
返
り
条
件
に
つ
い
て
は
、『
馬
琴

日
記
』
文
政
十
二
年
八
月
十
三
日
条
に
「
大
坂
や
半
蔵
江
、
去
る
六
日
、

早
状
ヲ
以
、
河
内
や
茂
兵
衛
方
へ
侠
客
伝
著
述
延
引
の
わ
け
委
細
申
遣
候

間
、
安
心
可
致
旨
、
申
遣
ス（
（1
（

」
と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、

大
坂
屋
半
蔵
が
馬
琴
に
対
し
て
、
茂
兵
衛
の
た
め
に
作
品
を
執
筆
す
る
こ

と
と
、
刊
行
に
あ
た
っ
て
板
元
に
な
る
こ
と
の
承
諾
を
取
り
付
け
る
た
め

の
周
旋
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
、
刊
行
さ

れ
た
『
松
浦
佐
用
媛
石
魂
録
後
編
』
の
奥
付
に
、
四
種
の
薬
（「
神
女
湯

／
家
伝
」・「
奇
応
丸
／
精
製
」・「
黒
丸
子
／
熊
胆
」・「
婦
人
つ
ぎ
虫
の
妙

薬
」）
の
効
能
書
が
収
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
、

　
　

製
薬　
　
　
　

神
田
明
神
下
同
朋
町
東
よ
こ
丁　
　
　

滝
沢
氏

　
　

弘
所　
　
　
　

元
飯
田
町
中
坂
下
南
側
よ
も
の
向　
　

た
き
沢
氏
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同
取
次
所　
　

横
山
丁
二
丁
目　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
坂
屋
半
蔵

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
大
坂
屋
半
蔵
の
店
で
滝
沢
家

製
の
薬
を
扱
う
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
馬
琴
へ
の
見
返
り
条
件
で
あ
っ
た

の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
関
係
資
料
が
見
出
せ
ず
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
。

　

文
政
初
年
段
階
で
の
河
内
屋
重
太
郎
と
河
内
屋
茂
兵
衛
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
茂
兵
衛
が
重
太
郎
取
扱
薬
「
三
国
一
風
薬
／
家
伝
妙
方
」
の
取
次

所
に
な
っ
て
い
る（
（1
（

こ
と
が
知
れ
る
程
度
で
、
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
①
河
内
屋
茂
兵
衛
が
文
政
元
年
に
大
坂
本
屋
仲

間
に
加
入
し
た
新
興
の
本
屋（
11
（

で
あ
っ
た
こ
と
。
②
文
政
六
（
一
八
二
三
）

年
に
岡
田
玉
山
作
の
『
阿
也
可
之
譚
』、
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
に
十

返
舎
一
九
作
の
『
大
念
仏
寺
霊
宝
略
伝
連
理
雙
袖
』
と
狐
郭
亭
主
人
作
の

『
薄
雲
伝
奇
廓
物
語
』
と
い
う
読
本
の
求
板
刊
行
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
。

③
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
に
十
返
舎
一
九
作
の
読
本
『
名
勇
発
功
談
』

の
刊
行
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
。
④
本
の
製
作
面
よ
り
も
売
弘
め
（
販
売
）

面
に
比
重
を
置
い
た
商
い
を
志
向
す
る
本
屋（
1（
（

で
あ
っ
た
こ
と
。
⑤
上
記
し

た
「
三
国
一
風
薬
／
家
伝
妙
方
」
の
他
に
も
、「
玉
匱
保
赤
円
一
名
か
ぞ

の
か
ん
の
く
す
り
／
小
児
主
薬
」、「
留
飲
順
胸
散
／
た
ん
し
や
く
り
う
い

ん
の
く
す
り
」、「
薬
王
丸
／
御
免
」、「
蘇
心
丸
／
清
客
陸
品
三
先
生
秘
伝

方
」
の
取
次
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
。
な
ど
と
い
っ

た
諸
点
を
絡
め
て
考
え
て
み
る
と
、
文
政
初
年
段
階
で
河
内
屋
茂
兵
衛
が

読
本
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
曲
亭
馬
琴

と
い
う
時
流
に
あ
っ
た
作
者
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
と
も
に
、
大

坂
屋
半
藏
の
取
扱
う
薬
「
順
補
丸
／
家
伝
」
の
取
次
所
を
抱
え
こ
む
こ
と

で
、
今
ま
で
手
薄
で
あ
っ
た
ろ
う
東
国
主
要
地
に
確
実
な
売
弘
め
（
販
売
）

拠
点
を
作
り
出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
行
く
筈
で
、
取
扱
本
の
販
路
拡

大
を
本
屋
稼
業
を
発
展
さ
せ
る
柱
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
河
内
屋
茂
兵
衛

に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
申
し
出
で
あ
っ
た
の
で
は
な

か
っ
た
ろ
う
か
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

そ
の
後
も
丁
字
屋
平
兵
衛
と
河
内
屋
茂
兵
衛
は
、『
本
朝
悪
狐
伝
前
編
』

（
文
政
十
二
年
刊
）、『
本
朝
悪
狐
伝
後
編
』（
文
政
十
三
年
刊
）、『
復
仇
越

女
伝
後
編
』（
天
保
四
年
刊
）、『
絵
本
和
田
軍
記
』（
天
保
五
年
刊
）、『
復

讐
野
路
の
玉
川
』（
天
保
七
年
刊
）、『
鎮
西
菊
池
軍
記
』（
天
保
十
二
年
刊
）

な
ど
と
い
っ
た
読
本
の
刊
行
・
売
弘
め
（
販
売
）
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

扱
い
薬
の
取
次
所
の
抱
え
込
み
活
動
に
も
努
め
て
い
た
よ
う
で
、
河
内
屋

茂
兵
衛
は
、
刊
年
不
明
な
が
ら
文
政
末
年
か
ら
天
保
初
年
頃
と
考
え
ら
れ
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る
、『
木
曽
街
道
続
膝
栗
毛
』
の
巻
末
広
告
を
み
る
と
、

　
　

玉
匱
保
赤
円
一
名
か
ぞ
の
か
ん
の
く
す
り
／
小
児
主
薬　

　
　

�

御
免
製
薬
所　

小
児
科　

武
州
埼
玉
郡
加
須
町　

大
和
氏
門
司
法
橋

精
製

　
　
　

�

上
方
元
弘
所　

書
物
店　

大
坂
心
斎
橋
筋
博
労
町　

河
内
屋
茂
兵

衛

　
　
　

大
坂
並
近
在
取
次
所

　
　
　
　

大
坂
…�

北
久
宝
寺
町
難
波
橋
東
へ
入　

和
泉
屋
作
兵
衛
、
日
本

ば
し
南
詰
東
へ
入　
（
本
屋
）　

井
筒
屋
治
兵
衛
、
南
本

町
難
波
橋
西
へ
入　

扇
屋
五
郎
兵
衛
、
南
久
宝
寺
町
壱

丁
目
筋
北
へ
入
（
本
屋
）　

河
内
屋
喜
兵
衛
、
心
斎
橋

筋
本
町
南
へ
入　
（
本
屋
）　

河
内
屋
新
助
、
善
町
安
堂

寺
町
北
へ
入　

菊
屋
武
右
衛
門
、
天
満
う
ら
門
橋
西
詰

西
へ
入　

五
箇
屋
万
吉
、
堂
島
わ
た
な
べ
橋
北
詰
北
へ

入�

境
屋
治
三
良
、
堺
筋
清
水
町
南
へ
入　
（
本
屋
）　

正
本
屋
利
助
、
南
革
屋
町　

炭
屋
治
兵
衛
、
西
横
堀
備

後
町
北
へ
入　

冨
田
屋
平
兵
衛
、
八
軒
家
舩
乗
場　

中

嶋
屋
藤
助
、
堀
江
下
博
労
わ
た
ら
場
東
へ
入　

能
登
屋

佐
助
、
嶋
之
内
丸
大
向
イ　
（
本
屋
）　

長
門
屋
兵
助
、

天
満
十
丁
目
鳥
居
筋
北
へ
入　

奈
良
屋
安
治
良
、
な
ん

ば
新
地
又
相
生
町
半
鐘
之
下　

播
磨
屋
喜
六
、
嶋
之
内

三
津
寺
筋
わ
た
や
町
北
へ
入　
（
筆
屋
）　

播
磨
屋
吉
右

衛
門
、
松
屋
町
通
本
町
角　

平
野
屋
甚
右
衛
門
、
日
本

ば
し
南
五
丁
目　

広
嶋
屋
伊
兵
衛
、
平
野
町
御
堂
筋
南

へ
入　

藤
屋
佐
兵
衛
、
高
麗
橋
壱
丁
目　
（
本
屋
）　

藤

屋
善
七
、
農
人
橋
壱
丁
目　
（
本
屋
）　

本
屋
吉
兵
衛
、

高
麗
ば
し
心
斎
橋
筋
角　

松
本
屋
清
兵
衛
、
新
町
通
筋

道
若
狭
町
西
へ
入　
（
本
屋
）　

松
屋
喜
兵
衛
、
松
や
町

通
大
手
筋
北
へ
入　

山
城
屋
卯
兵
衛
、
松
や
町
通
南
久

宝
寺
町
北
へ
入　
（
本
屋
）　

大
和
屋
嘉
兵
衛
、
松
屋
町

二
ッ
井
戸
南
へ
入　
（
紙
屋
）　

大
和
屋
治
兵
衛
、
北
ほ

り
江
市
の
か
ハ　
（
本
屋
）　

わ
た
や
喜
兵
衛

　
　
　
　

摂
津
国
…�

尼
崎
築
地
宮
本
町　

鯛
屋
弥
兵
衛
、
灘
み
か
げ　

大

和
屋
与
市
郎
、
兵
庫
嶋
上
町　

□
□
屋
吉
兵
衛

　
　
　
　

播
磨
国
…
明
石
東
樽
や
町　

わ
さ
び
や
伊
右
衛
門

大
坂
に
二
十
八
店
、
尼
崎
・
灘
・
兵
庫
・
明
石
に
各
一
店
の
取
次
所
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
末
部
に
「
〇
尚
此
外
諸
国
在
々
町
々
津
々
浦
々

に
取
次
所
在
之
」
と
あ
っ
て
、
具
体
的
に
は
わ
か
ら
な
い
が
他
地
域
に
も
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取
次
所
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
丁
字
屋
平
兵
衛
の
場
合
は
、

関
連
資
料
を
見
付
け
ら
れ
ず
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
大
坂
屋
半
藏
死
後
も
扱
い
薬
「
順
補
丸
／
家
伝
」
の
取
次
所
と
の
関

係
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
か

ら
、
文
政
末
年
か
ら
天
保
初
年
頃
の
時
期
に
は
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る

江
戸
…
九
店
、
江
戸
を
除
く
武
蔵
国
（
岩
槻
・
桶
川
・
忍
・
川
口
・
川
越
・

小
林
村
・
鳩
ヶ
谷
）
…
七
店
、
相
模
国
（
厚
木
）
…
一
店
、
安
房
国
（
長

須
賀
）
…
一
店
、
下
総
国
（
飯
沼
・
栗
橋
・
佐
倉
・
佐
原
・
関
宿
若
林
村
・

寶
田
・
取
手
・
滑
川
）
…
八
店
、
常
陸
国
（
幸
田
村
）
…
一
店
、
上
野
国

（
桐
生
）
…
二
店
、
下
野
国
（
足
利
・
烏
山
・
瀬
戸
村
・
栃
木
・
茂
木
）

…
五
店
、
信
濃
国
（
御
馬
寄
・
小
諸
）
…
三
店
、
岩
代
国
（
二
本
松
）
…

一
店
、
陸
前
国
（
岩
沼
）
…
一
店
、
越
後
国
（
高
田
）
…
一
店
を
取
次
店

と
し
て
抱
え
込
ん
で
い
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
『
馬
琴
日
記
』
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
八
月
八
日
の
条
を
み
る
と
、「
売

薬
并
ニ
書
物
類
注
文
申
越
し
候
」
と
あ
り
、
馬
琴
の
許
へ
面
識
の
な
い
淡

路
国
須
本
在
住
の
町
人
で
あ
る
津
国
や
関
右
衛
門
が
、
江
戸
小
あ
ミ
丁
一

丁
め
で
か
つ
を
ぶ
し
や
を
営
ん
で
い
る
い
せ
や
新
七
を
介
し
て
、
売
薬
と

本
を
注
文
す
る
手
紙
を
送
付
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
津
国
や
の
本
業

が
何
で
あ
る
の
か
、
彼
が
馬
琴
に
対
し
て
直
接
注
文
す
る
に
至
っ
た
経
緯

な
ど
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
資
料
が
な
く
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
本
を
み
て
興
味
・
関
心
を
持
っ
た
上
で
な
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
所
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
も
、
本
に
掲
載

す
る
こ
と
に
よ
る
広
告
効
果
は
か
な
り
高
く
、
特
に
地
方
で
は
情
報
が
少

な
か
っ
た
分
だ
け
よ
り
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
馬
琴
は
津
国
や

の
な
し
た
行
為
を
、「
此
方
、
薬
ハ
渡
世
不
致
候
間
、
わ
た
し
う
り
せ
ず
、

況
、
本
や
に
あ
ら
ね
バ
、
書
籍
な
ど
の
注
文
、
取
引
す
べ
く
も
あ
ら
ず（
11
（

」

と
し
て
、「
田
舎
も
の
ニ
て
、
此
方
之
様
子
一
向
不
存
、
尤
非
礼
の
文
通（
11
（

」

と
い
っ
て
一
笑
に
付
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
屋
が
存
在
し
て
い
な
い
地

方
で
は
、
作
者
に
直
接
注
文
し
た
例
は
さ
す
が
に
少
な
か
っ
た
ろ
う
が
、

本
に
掲
載
さ
れ
て
い
れ
ば
本
屋
と
薬
屋
を
厳
密
に
区
別
し
て
考
え
る
人
は

そ
う
多
く
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
居
住
地
の
近
辺
に
本
屋
が

存
在
し
て
い
な
い
地
方
で
は
、
取
次
所
に
な
っ
て
い
る
薬
屋
の
名
が
記
載

さ
れ
て
い
れ
ば
、
当
然
近
在
地
の
薬
屋
に
声
掛
け
を
し
た
の
で
は
な
か
っ

た
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
推
測
が
あ
た
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
本
の
広

域
流
通
を
押
し
進
め
る
た
め
に
は
、
販
売
拠
点
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
最

も
効
果
的
な
方
法
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
。「
物
之
本
」
は
、
重

刻
の
可
能
性
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
永
続
的
な
販
売
が
見
込
め
る
商
品
で

あ
っ
た
が
、
読
本
や
合
巻
本
な
ど
と
い
っ
た
「
草
紙
本
」
は
、
重
刻
の
可

能
性
の
薄
い
一
過
性
の
要
素
が
強
い
商
品
で
あ
っ
た
か
ら
、
ブ
ー
ム
現
象

が
継
続
し
て
い
る
期
間
に
売
り
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
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の
故
も
あ
っ
て
、
丁
字
屋
平
兵
衛
も
河
内
屋
茂
兵
衛
も
売
弘
め
（
販
売
）

拠
点
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
薬
屋
は
、

早
い
時
期
か
ら
独
自
の
広
域
流
通
組
織
を
形
成
し
、
地
方
へ
も
積
極
的
進

出
し
て
い
た
か
ら
、
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
取
次
所
を
取
次
拠
点
と
し

て
抱
え
込
む
こ
と
は
、
本
の
広
域
流
通
を
押
し
進
め
て
行
く
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
は
、
推
論
部
分
が
多
く
や
や
具
体
性
に
欠
け
る
論
文
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
が
、
本
屋
が
薬
の
取
次
所
に
な
る
例
が
多
か
っ
た
こ
と
と
そ

の
理
由
に
つ
い
て
あ
る
程
度
明
ら
か
に
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
薬
の
取
次
所
が
本
の
取
次
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の

か
と
い
う
肝
心
な
具
体
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
し
得
て
い
な

い
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
僅
少
で
あ

り
明
確
に
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て

考
え
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
た
、
本
稿
で
は
薬
の
取
次
に
絞
っ
て
論
述
し
て
き
た
が
、
取
次
拠
点

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
取
り
込
む
理
由
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
薬
屋

に
限
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
江
戸
期
に
本

屋
が
扱
う
ケ
ー
ス
の
多
か
っ
た
、
紙
、
筆
、
墨
、
絵
具
な
ど
と
い
っ
た
文

房
具
類
、
千
代
紙
、
紙
入
れ
、
傘
、
つ
や
布
巾
な
ど
と
い
っ
た
紙
を
加
工

し
た
小
間
物
類
、
煙
草
入
、
煙
管
、
扇
子
、
簪
な
ど
と
い
っ
た
品
を
扱
う

店
も
、
同
様
に
本
の
広
域
流
通
拠
点
に
成
り
得
た
訳
だ
か
ら
、
そ
う
し
た

視
点
か
ら
も
一
考
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

注（
１
）�

須
原
屋
茂
兵
衛
の
取
扱
薬
と
し
て
、「
順
気
散
／
家
伝
」、「
人
参
長
寿
円
」（
天
保

十
一
年
刊
『
和
漢
年
歴
箋
』
巻
末
広
告
所
収
）、「
痰
毒
一
方
丸
／
家
伝
」、「
紫
金

錠
」（
刊
年
不
明
、
鈴
木
俊
幸
「
須
原
屋
茂
兵
衛
の
薬
商
売
―
引
札
と
葉
書
」『
書

物
学
十
一
』勉
誠
出
版
、二
〇
一
八
年
、一
九
～
二
〇
頁
所
収
引
札
）、「
唐
線
香
」、

「
丸
散
丹
」（
刊
年
不
明
、
架
藏
引
札
所
収
）
が
確
認
で
き
る
。

（
２
）�

鶴
屋
喜
右
衛
門
の
取
扱
薬
と
し
て
、「
仙
女
香
／
美
艶
／
御
顔
の
く
す
り
」、「
美

玄
香
／
黒
油
／
し
ら
が
染
く
す
り
」、「
霊
応
丹
／
蘭
伝
」（
文
政
十
二
年
刊
『
傾

城
水
滸
伝
第
六
編
二
』
巻
末
広
告
所
収
）、「
鶴
聲
丹
」、「
成
駒
香
」（
天
保
二
年

刊
『
ゐ
な
か
源
氏
四
編
』
奥
付
広
告
所
収
）、「
錦
嚢
壮
勢
円
」（
天
保
五
年
刊
『
菜

種
黄
表
紙
』
巻
末
広
告
所
収
）、「
龍
王
調
血
湯
／
家
秘
密
方
」
刊
年
不
明
、（
東

京
都
立
中
央
図
書
館
『
江
戸
時
代
売
薬
広
告
引
札
貼
込
帖　

復
刻
版
』
フ
ジ
ミ
書

房
、
二
〇
〇
六
年
、
二
六
～
二
八
頁
所
収
引
札
）
が
確
認
で
き
る
。

（
３
）�

河
内
屋
太
助
の
取
扱
薬
と
し
て
、「
水
晶
粉
／
十
三
味
薬
洗
粉
」、「
読
書
丸
／
加
減
」

（
文
化
十
年
刊
『
双
蝶
記
巻
之
六
』
巻
末
広
告
所
収
）、「
薄
化
粧
／
御
顔
の
薬
洗

粉
白
粉
」、「
江
戸
の
水
／
お
し
ろ
い
の
よ
く
の
る
お
か
ほ
の
く
す
り
」、「
金
勢
丸

／
秘
方
」、「
毛
は
え
く
す
り
」、「
玄
妙
散
／
し
や
く
の
黒
薬
」、「
小
児
百
日
せ
き

の
奇
薬
」、「
仙
女
香
／
美
艶
／
御
顔
の
く
す
り
」、「
天
女
丸
／
秘
方
」、「
蘭
奢
袋

／
御
に
ほ
ひ
ぶ
く
ろ
」、「
龍
樹
散
／
御
目
あ
ら
ひ
薬
」（
文
化
十
四
年
刊
『
艶
容

歌
妓
結
中
編
』
巻
末
広
告
所
収
）、「
奇
応
丸
／
精
製
」「
神
女
湯
／
家
伝
」「
婦
人

つ
ぎ
む
し
の
妙
薬
」（
文
化
十
四
年
刊
『
朝
夷
巡
嶋
記
全
伝
第
二
編
巻
五
』
巻
末
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広
告
所
収
）、「
黒
丸
子
／
熊
胆
」（
文
政
三
年
刊
『
南
総
里
見
八
犬
伝
第
四
輯
』

巻
末
広
告
所
収
）、「
御
は
み
が
き
／
箱
入
」（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
『
江
戸
時

代
売
薬
広
告
引
札
貼
込
帖　

復
刻
版
』
フ
ジ
ミ
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
一
三
八
頁

所
収
引
札
）
が
確
認
で
き
る
。

（
4
）�

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
主
と
し
て
、
井
上
隆
明
『
改
訂
増
補
近
世
書
林
板
元
總
覧
』

日
本
書
誌
学
大
系
七
十
六
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
八
年
、
鈴
木
俊
幸
編
・
刊
『
近

世
日
本
に
お
け
る
書
籍
・
摺
物
の
流
通
と
享
受
に
つ
い
て
の
研
究
―
書
籍
流
通
末

端
業
者
の
網
羅
的
調
査
を
中
心
に
』
一
九
九
六
～
一
九
九
八
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金
（
基
礎
研
究
Ｃ
（
二
）
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
九
九
年
、
大
和
博
幸
「
江

戸
後
期
・
明
治
初
年
の
地
方
出
版
業
者
―
文
政
元
年
か
ら
明
治
五
年
ま
で
」『
國

學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
二
号
、
二
〇
一
〇
年
な
ど

を
参
照
し
た
。

（
5
）�

江
戸
期
に
大
坂
屋
半
蔵
が
商
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
薬
は
、「
蟻
牛
散
」、

「
順
補
丸
／
家
伝
」（
文
政
七
年
刊
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
所
収
）、「
奇
応
丸
／
精

製（
極
品
」、「
黒
丸
子
／
熊
胆
」、「
神
女
湯
／
家
伝
」・「
婦
人
つ
ぎ
虫
の
妙
薬
」（
文

政
十
一
年
刊『
松
浦
佐
用
媛
石
魂
録
後
編
』巻
末
広
告
所
収
）、「
解
毒
養
童
丸
」（
架

藏
引
札
所
収
）
の
七
種
で
あ
る
。
し
か
し
、『
馬
琴
日
記
第
二
巻
』
を
見
る
と
「
よ

こ
山
町
大
坂
や
半
蔵
方
へ
、
口
中
散
か
ひ
取
ニ
遣
ス
」（
文
政
十
二
年
六
月
十
四

日
、
四
五
八
頁
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
取
扱
っ
て
い
た
薬
は
他
に
も
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

（
6
）�

花
咲
一
男
編
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
渡
辺
書
店
、
一
九
七
二
年
、
二
〇
六
頁
。

（
7
）�

暉
峻
康
隆
他
編
『
馬
琴
日
記
第
一
巻
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
年
、
四
五
六
頁
。

（
8
）�

前
掲
『
馬
琴
日
記
第
二
巻
』
一
五
九
頁
。

（
9
）�

木
村
三
四
吾
編
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
八
木
書
店
、
一
九
八
八
年
、

一
九
八
頁
。

（
10
）�

企
画
段
階
か
ら
刊
行
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
高
木
元
『
江
戸
読
本
の

研
究
―
十
九
世
紀
小
説
様
式
攷
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
五
年
、
鈴
木
重
三
・
徳

田
武
編
『
馬
琴
中
編
読
本
集
成
第
十
巻
解
題
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
、
徳
田

武
『
馬
琴
京
伝
中
編
読
本
解
題
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
な
ど
に
詳
述
さ
れ
て

い
る
。

（
11
）�

前
掲
『
馬
琴
日
記
第
一
巻
』
文
政
十
一
年
三
月
十
一
日
条
、
二
八
一
頁
。

（
1（
）�（
1（
）
前
掲
『
江
戸
読
本
の
研
究
―
十
九
世
紀
小
説
様
式
攷
』
三
二
〇
頁
。

（
14
）�

前
掲
『
馬
琴
日
記
第
一
巻
』
文
政
十
一
年
十
月
四
日
条
、
四
一
二
～
四
一
三
頁
。

（
15
）�

効
能
書
に
収
載
さ
れ
て
い
る
取
次
所
は
順
不
同
の
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
が
、
読

者
の
便
を
考
え
、
同
一
国
に
複
数
の
取
次
所
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
同
一
国
・

同
一
郡
に
ま
と
め
再
整
理
し
た
形
で
記
載
し
た
。
尚
、
現
物
の
摺
り
の
状
態
が
き

わ
め
て
悪
く
、
判
読
で
き
な
い
箇
所
が
多
く
出
て
し
ま
い
判
読
不
能
字
に
つ
い
て

は
□
と
表
記
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
事
情
も
あ
り
判
読
間
違
い
も
少

な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
識
者
の
ご
教
示
を
お
願
い
し
た
い
。

（
16
）�

前
掲
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
二
〇
三
頁
。

（
17
）�

上
記
「
丁
字
屋
平
兵
衛
の
取
扱
薬
」
あ
・
い
・
う
を
参
照
の
こ
と
。

（
18
）�

前
掲
『
馬
琴
日
記
第
二
巻
』
一
四
四
頁
。

（
19
）�

上
記
「
河
内
屋
茂
兵
衛
の
取
扱
薬
」
ホ
を
参
照
の
こ
と
。

（
（0
）�

出
勤
帳
第
三
十
三
番
に
「
九
月
廿
日
、
定
日
寄
合　

一
河
内
屋
儀
助
召
仕
別
家
加

入　

河
内
屋
茂
兵
衛　

右
加
入
申
出
候
ニ
付
出
金
請
取
、諸
帳
面
印
形
為
致
候
事
、

但
し
文
政
元
年
先
行
司
之
付
落
也
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
大
阪
府
立
中
之
島
図

書
館
編
、
刊
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録　

第
三
巻
』
一
九
七
七
年
、
二
七
〇
頁
）。

（
（1
）�

河
内
屋
茂
兵
衛
に
つ
い
て
、
項
目
執
筆
者
の
浜
田
啓
介
氏
が
「
曲
亭
馬
琴
の
長
編

読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
の
板
元
。
し
か
し
本
書
を
例
外
と
し
て
、
自
ら
開
版

す
る
こ
と
は
殆
ど
な
く
、
他
店
所
持
の
板
株
、
特
に
京
都
・
江
戸
も
の
を
多
数
買

い
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
店
勢
を
拡
張
し
、
幕
末
期
大
阪
に
お
け
る
最
大
の
板
株

所
有
者
と
な
っ
た
。
か
か
る
営
業
方
向
は
当
時
の
大
阪
書
林
の
一
風
潮
で
あ
っ
た

が
、河
茂
は
そ
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
」と
書
か
れ
て
い
る
。（
井
上
宗
雄
等
編『
日

本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
一
二
五
～
一
二
六
頁
）
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（
（（
）�
前
掲
『
馬
琴
日
記
第
四
巻
』
一
七
八
頁
。

（
（（
）�
前
掲
『
馬
琴
日
記
第
四
巻
』
一
七
七
頁
。


